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【 お 問 合 せ 】 

電話 ：０９６－２２７－６６７８  メール： info@kumamotogwf.or .jp 

４．ウォーターオフセット事業の仕組み ～かん養量証明書のお受け取りまで～ 

財団では、熊本地域の地下水を育む農畜産物の情報を発信しています。 商品によって販売方法が異なるこ

とがありますので、詳細は財団、もしくは取扱業者までお問合せください。 

公益財団法人くまもと地下水財団 

事業に関する 

お問合せ 

０９６－２２７－６６７８ 

企 業 ・ 団 体 ・ 事 業 者 
地 域 住 民 の 皆 さ ん 

かん養量証明書は、熊本県地下水保全条例の

涵養計画実施状況報告書に添付し、報告するこ

とができます。 

商品に関するお問合

せは、各商品の取扱

業者までお願いしま

す。 

取 扱 業 者 ・ 農 家 な ど 

ウォーターオフセット事業 

に よ る 販 売 イ メ ー ジ 

① 情報提供 ＆ ＰＲ 

⑤ かん養量証明書発行 

下記のような地下水保全メニューもあります。ウォーターオフセット事業への参加と同時に、これらのメニューへの参

加もご検討ください。各事業の詳細については、財団までお気軽にお問合せください。 

５．いろいろな地下水保全メニュー 

湛
たん

水
すい

事 業 

休耕中の田畑に水を張るこ

とにより、地下水かん養を促

します。現在、産官連携によ

る共同事業を進めています。 

水 田 オ ー ナ ー 制 度 

かん養域の水田で、皆さん自

身が稲作をする取組みです。

家族や社員のレクレーショ

ンにもご活用いただけます。 

くまもと育水会入会 

会員になっていただくこと

で、財団より定期的に情報提

供させていただき、幅広く活

動に参加いただけます。 



 

 熊本地域の地下水を育む食べ物は、大きく “農産物” “畜産物” “農産加工品” の３つに分けられます。 

熊本地域の農畜産物を食べることで、地下水を育む農業を支え、地下水保全が促進されます。 

１．ウォーターオフセット事業が生まれた背景 ～地下水を育む場所の減少～ 

□ 地 下 水 を 育 む 農 業 を 応 援 す る た め に … 

熊本地域の地下水は、私たちの大切な生活用水ですが、この地下水を育む水田や畑などが社会環境の変化

によって減少しており、つくられる地下水の量も減ってきています。 そこで、公益財団法人くまもと地下水財団

は、農業を応援して地下水を育むことを目的に「ウォーターオフセット事業」を実施しています。 
 

□ ウ ォ ー タ ー オ フ セ ッ ト 事 業 っ て 何 ？ 

ウォーターオフセット事業は、地下水を育む田畑で栽培された農産物（農産加工品）や、それを食べて育った畜

産物を購入・消費することによって、使用した地下水量をまかなう取り組みです。この取り組みによって地下水を育

むことは、地下水を育む農業を支えることにもつながり、さまざまな波及効果が期待できます。 

地 下 水 

地下水かん養域 地下水使用者 

かん養域で育った農畜産物を提供 

消費・購入でかん養域の農業を支援 

３ ． 地 下 水 を 育 む 食 べ 物 っ て ど ん な も の が あ る の ？ 

水が張られた田んぼでは、常に
水が地下に浸透するため、地下
水かん養に大きく貢献していま
す。地下水かん養域で育てられ
たお米や野菜などの農産物を食
べることは、地下水を育む田畑
の保全と地下水の保全にもつな
がります。 

図１．熊本地域における地下水かん養域※の減少 
 
※かん養域：地表の水が浸透し、地下水になりやすい場所。水田は重要なかん養域です。 

皆さんの事業内容や規模、または家族構成に応じて、いろいろな地下水保全の方法があります。熊本地域の

地下水を育む農畜産物を、皆さんの食生活に取り入れてみませんか？ 

２．今日のゴハンから始めよう！～あなたにもできるウォーターオフセット事業～ 

企 業 ・ 団 体 で 

 

ご家族・ご家庭で 

 

生 産 者 も ！ 

社食や飲食店での食材（仕入）を通じ

て、地下水保全に参加できます。業務

用価格もありますので、詳しくはお問合

せください。 

最寄りのお店等で商品を購入・消費 

することで地下水保全に参加できます。

毎日の食卓に地産地消を取り入れて 

みましょう。 

 

図２．ウォーターオフセット事業のイメージ 

農 産 物 

 

畜 産 物 

 

農 産 加 工 品 

 

“えこめ牛”は、たくさんのお米を
食べて育った牛。このお肉を１００
ｇ食べれば、１０００L（熊本地域
には７６３L）の地下水かん養につ
ながります。えこめ牛の消費拡大
は、地下水を育む水田の保全に
もつながります。 

味噌（汁）のように、かん養域で
育った農産物を原料にした加工
品の消費拡大も、地下水かん
養につながります。熊本地域の
食べ物の地産地消が普及し継
承されていくことが、地下水保
全にもつながります。 

ウ ォ ー タ ー オ フ セ ッ ト 事 業 賛 同 商 品 （ 平 成 2 7 年 度 時 点 ） 

地下水を育むお米 「水の恵み」 
お問い合わせ先 
熊本パールライス株式会社 
☎０９６－２１３－５１００ 

地下水を育む 「えこめ牛」 
お問い合わせ先 
ＪＡ菊池 畜産課 
☎０９６８－２３－３２０８ 

地下水を育む 「匠の味噌」 
お問い合わせ先 
株式会社山内本店 
☎０９６－２３２－３３００ 

地下水 

地   下   水 

熊本地域で農畜産物を生産・加工し

ている方は、当事業を活用して販売促

進や情報発信をすることができます。 

地下水を育む田畑で育った農畜産物を食べることが、熊本地域の地下水保全につながります 

熊本市環境総合研究所資料を元に作成 


